
F．Scott．Fitzgera1aの短編にみられる

　　　　　色彩表現について（皿）

・」・林資忠
（英米文学研究室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1〕

　本論では，前編1〕に引き続いてMa1colm　Cowleyがユ95ユ年に編集した短編集r加Sオ。伽50！

F．S㏄πF加8e㈹〃から，Fitzgera1dが！924年に発表した’Absolution’と’The　Sensible　Thi㎎’

及び1925年に発表した‘The　Baby　Party’と1926年に発表した‘The　Rich　Boy’を取り上げ，色

彩表現に注目してそれらの作品の内容を検討してみよう。テキストはCow1ey版を用い，引用の

最後の（）の中にぺ一ジ数を示す。

　　　　　　2〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨〕
　’Abso1ution’ではユ1歳の美少年Rudolph　Mi11e。　が主人公として登場する。彼は幼い時から

自分の言動について，いつも反省し良心に問い掛けるようにという宗教生活を習慣付けられてい
　4〕　　　　　　　　　　　　　　　5）　　　　　　　　　　　　　　　　こつかい
た。　3日前の土曜日に父Car1Miner　から，一力月以上もする休みしている告解に行くよう

に言われたが，晩御飯が済むまで行くのを延ばしていた。父から再度催促されて，いやいやなが

ら教会に出かけて行き，自分の罪をSchwartz神父に告白する。主の御名をみだりに使ったこと，

よそのおばあさんに意地悪なことをした．こと，自分は両親の子供じゃないと思ったこと，言い付

けを守らないで，母の悪口を言ったり，人の陰口を利いたりしたこと，タバコを吸ったことなど

に加えて，彼が言い辛いと思っている欲望の罪として，裏の納屋で男の子2人と女の子1人とい

っしょになって，汚い言葉を使ったり，下品なことを考えたり，望んだりしたことを神父に告げ

る。最後に神父から「嘘をついたことはないか」と質問され，「いいえ，ありません」と答えて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6〕しまい，あとで自分の罪の恐ろしさを後悔することになる。　しかしうっとうしい教会を出て，

広々とした外に出て，さわやかな空気を深く吸いこんだ時，彼は自分をBlatchfora　Sarnemint㎝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7〕という名の架空の英雄と同丁視し，意気揚々と家路に着く。　この英雄は彼の想像力の中で自由

に振舞い，彼が自分もそうなりたいと願っている理想の人物なのである。

　家に帰って来ると彼は教会で嘘をついたという後悔の念が一層強くなり，明日の聖体拝領は避

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8〕けなければならないと真剣に考えるようになる。　明朝水をうっかり飲んだことにして，聖体拝

領の資格がなくなるようにしようと思いつく。そして当日の朝早く，彼が階下の台所で水を飲も

うとしていた時に，頑固で厳格なカトリック信者である父に見つかって，こっぴどく叱られ，さ

らにコップを流しに放り出したことで，続け様に殴られる羽目になってし幸う。父から「もう一

度告解をして，神のお赦しを乞うんだ」と言われて，教会のぎんげ室に再び連れて行かれる。神
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父はRudo1phにとって，奇妙で恐ろしく思われるたとえ話をあれこれ話しながら，突然体を崩し，

膝を付き，床にへなへなと倒れてしまう。引　その異様な姿にRudo1phは恐怖を感じて教会の外へ

飛び出して行く。教会の外には若い娘たちが，男性の心をそそるように歩きながら，小麦畑で働

いている若者たちに声を掛けている光景があった。m〕

Ye11owは太陽光線やランタンの明かりと結び付き周囲に光を投げ掛け，回りの物をきらきら輝

かせている。この光は化粧室の安物の石けんのにお’いと相侯って，空中に世俗的な雰囲気を漂わ

せる役目牽果しているようだ。

（1）“At　twi1ight　the　laughter　and　the　voices　were　quieter，but　severa1times　he　had

　wa1ked　past　Romberg’s　Drug　Store　when　it　was　dusk　and　the　ye11ow1ights　shone

　inside　and　the　nicke1taps　of　the　soda－fomtainL　were　g1eaming，and　he　had　found

　the　scent　of　cheap　toi1et　soap　desperate1y　sweet　upon　the　air．　（159）

　この状況は「大勢の人が一番いい場所に集まる時に何もかもがきらきら輝いてくるものだ」と

いう神父の言葉と一致している。その例として神父は遊園地をあげて説明してい一る。11〕

（2）　“We11，go　and　see　an　amusement　park．”The」priest　waveポhis　hand　v㎎ue1y．

　　“It’s　a　thing　Iike　a　fair，on1y　much　more　g1ittering．Go　to　one　at　night　and

　　stand　a！i七t！e　way　off　from　it．in　a　dark　place－under　dark　trees一。。、and

　　everything　wi11twink1e．But　it　won’t÷emind　you　of　anything，you　see．It　wi1！

　　au　just　hang　out　there　in　the　night　like　a　colored　ba1Ioon－1ike　a　big　ye11ow

　　1antern　on　a　po1e．”　（171）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶん

　　そして遠くから見ている分には美しいが，近寄っていくと“theheatandthe　sweatandthe

life” i17ユ）を感じるだけだという。このyellowに象徴される人間の営みの中の世俗的な熱気は，

スウェーデン系の金髪をした娘たちによって，若い男たちに向けられる奔放な性的アピールと密

接に関連している。Da・㎞essの中にある1ightsを描くことによって，世俗世界に背を向けよう

としながら，なおその世界に引き付けられる牧師の心の動揺を暗示しているように思える。12〕

（3）　Outside　the　window　the　b！ue　siro㏄o　trembled　over　the－wheat，and　gir1s　with

　　ye！1ow　hair　wa1ked　sensuous1y　a！ong　roads　that　bounded　the　fie1ds，　ca11ing

　innocent，exciting　things　to　the　young　men　who　were　working　in　the1ines　between

　the　grain．Legs　were　shaped　under　starch1ess　gingham，and　rims　of　the　necks　of

　dresses　were　warm　and　damp、（171－172）

　　またRudolphの父Carlは厳格なカトリック教徒であったが，勤務先の運送会社では同僚から

十分な信頼を受けることができず，人付き合いもうまくなく，さらに疑い深く落ち着きもなくて，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1昌〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14〕
いつもおろおろしている様子であった。　そのような性格が彼の髪のye11OW　に反映されている

ようだ。
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F，Soott　Fitzgeraldの短編にみられる色彩表馴三ついて（㎜）

（4）On　Sunday　morn三ng　Car1Mi11er　awoke　in　the　dust1ess　quiet　of　six　o’c王。ck．

　Knee1ing　by　the　side　of　the　bed　he　bent　his　ye11ow－gray　hairεmd　the　fun　dapp1e

　bangs　of　his　mustache　into　the　pi11ow，and　prayed　for　severa1minutes．（164）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔2〕

Whiteは水滴の輝きなどにみられる白く輝くものと結び付いて用いられている。．

（5）Nothing　was　moved，nothing　touched－except　the　faucet　where　beads　of　water

　sti11formed　and　dripped－with　a　white　f1ash　into　the　sink　be1ρw．（165）

また興奮と熱気を表す白熱の炎の描写に使われているのが次の一節で明らかである。

（6）He　couエd　not　te呈1Father　Schwartz　how　his　pu1se　had　bumped　in　his　wrist，how

　a　strange，romantic　excitement　had　possessed　him　when　those　curious　things　had

　been　said．Perhaps　in　the　houses　of　dehnquency　among　the　du1I　and　hard－eyed

　incorrigib1e　gir1s　can　be　found　those　for　whom　has　burned　the　whitest　fire．（162－

　163）

　さらにwhiteが神聖さを明示する“the　white　Host　heH　above　the　cha1i㏄”（168）の例に用

いられる外に，小柄で疲れ気味の父Carlの体の色を表すのに使用されてお一り，神を信じ，純真な

心を持つが，物事を1人で決断できない臆病で弱々しい性格を示唆している二5〕

（7）　Then　he　drew　off　his　night－shirt－1ike　the　rest　of　his　generation　he　had　never

　been　ab1e　to　endure　pa〕amas－　and　c1〇七hed　h1s　th1n，wh1te，ha1r1ess　body　1n

　woo11en　underwear．（164）

　Greenは“the　green　coast”（164）や“a1ow　green　hiIl”（171）　のように土地の草木と結び

付くと共に敷物のフェルトの色として用いられている。

（8）　The　priest’s　nerves　were　strung　thin　and　the　beads　of　his　rosary　were　craw1ing

　and　squirming1ike　snakes　upon七he　green　fe1t　of　his　tab1e　top．He　cou1d　not

　remember　now　what　it　was　he　shou1d　say．（169）

　数珠は神父の持ち物であり，主と完全な神秘的合一が得られないで苦悶している神父その人を

象徴していると考えてよいだろう。神父自身，人間の抱く嫉妬深さ，未熟さをまだ超越しておら

ず，狂気じみた行動へと駆り立てられていく様子がこの短編あ最後の場面にみられるが；この
　　　1o〕
green　もそういった俗世界から脱し切れていない神父の心情を暗示していると考えられよう。

　B1ueはRudolphの目の色として現れている。
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（9〕　The　beautifu11itt1e　boy　with　eyes1ike　b1ue　stones，and1ashes　that　sprayed　open

　from　them1ike　flower－peta1s　had　finished　te11ing　his　sin　to　Fa七her　Schwartz－and

　the　square　of　sunshine　in　which　he　sat　had　moved　forw弧d　ha1f　an　hour　in充。　the

　rOora．　（169）

　この少年の目は美しく，幸福と希望に満ちた目のように外観上みられるが，自分の罪の意識に

敏感になり，お’ののいている陰うつな影がその底に隠されているようだ。17〕この重苦しく，うっ

とお’しいb1ueの色彩は，北アフリカから吹き付ける暑苦しい熱風を表す色として次のように明示

的に用いられている。

（1O　Outside　the　window　b1ue　siro㏄σtremb1ed　over　the　wheat，and　gir1s　with　ye11ow

　hair　wa1ked　sensuous1y　a1ong　roads　that　bounded　the　fie1ds，caning　innocent，

　exci七ing　things　to　the　young　men　who　were　working　in　the1ines　between　the

　grain．（171＿！72）

　GrayはCarlの髪の色として現れ，陰気音，病的で絶望的な暗さを示している。

　Silverは“a　silver　pem㎝”（ユ71）や“the　shine　of　silver　spurs”（ユ71）として使用されて

いる。この色彩はRudo1phが神父にぎんげをし，汚れなき名誉を回復した時の場面に出ており，

明るくきらきら輝く物と結び付いて，Rudo1phの喜びを表していると考えてよいだろう。

　この短編における色彩語の頻度は次のようになってい乱

ye11ow　5／white　4／green　3／bIue　2／silver　2／gray　ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔3〕

　　　　　　　　　　ユ島〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19〕　’The　Sensible　Thing’　では主人公の青年George　O’ke11y　が登場する。ある早春の正午

彼は今勤めている保険会社から自分の家まで駆け出すように急いでいた。New　Yorkから700マ

イル離れたTe㎜essee州20〕にいる恋人Jonquil　C、、yからの手紙に気もそぞろになっており，とに

かく彼女宛に電報を打とうとする。彼は「別れようなんて考えないで，すぐに結婚しよう」とい

う内容の電報を打ち，保険会社に戻って4日間の休暇を求めるが，2週間前にすでに休暇を取っ

たばかりなので，幸配人から文句を言おれ，最終的に解雇通告を受ける。GeorgeはJonquilのも

とに急ぎ，駅で彼女と会うが，彼女はGeorgeより少一し若い青年CradaockとHoltをお供にして

いた。片方の青年の車で，GeorgeとJ㎝qui1は彼女の家まで送ってもらい，やっと2人づきりに

なって話を始める。1年以上前にGeo．geはTemessee州南部の建設会社に勤めていたが，もっ

と手っ取り早くもうかる仕事を探しにNewYorkに行ったのであった。しかし予期に反してそこ

では週給40ドルの保険会社の社員にしかなれず，彼の夢はどんどん消えていった。お互いに離れ

て暮らしていることや，Georgeがお金に関して自信が持てないこともあって，J㎝quilの心はな

　　　　　　　　　　　　　　　21〕かなか結婚へと向かっていかない。Georgeが彼女に近付こうとすると，かえって彼女の心は彼

　　　　　　　　　　　　22〕から離れていくのであった。　そしてその翌日，ドライブをした後，彼は「必ず戻ってくるよ」

と言ってNew　Yorkに向かう列車に乗り込む。
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F．Soott　Fitzgera1dの短編にみられる色彩表現について（㎜）

　その後およそ1年の時が流れ，彼は成功して9月のある日の午後，Te㎜essee州の彼女のいる

町に帰ってきた。さっそく電話で彼女と連絡を取って，彼女の家に出かけた。久しぶりの再会に

もか牟わらず，彼女の美しさは変らず，また結婚の相手もま苧決まっていなかった。しかし2人

の間にはかつての愛はすでに存在してお一らず，彼は言いようのない苦悩と悲哀を感じて，ただむ

　　　　　　　　　　　　　　　　23〕なしく過去を思い返すだけであった。　つまりこの短編は彼のrOmantiC　illuSi㎝Sの損失を扱っ

た物語と考えられる。

　Yenowは病名の“ye11ow　fever”（157）と共にJonqui1の母が会うように勧めてくれた菊作り

の女性が育てていた菊の花の色として用いられている。彼女の母が2人の間にかつての愛が再び

戻ってくるようにと配慮してくれ，また菊が咲き誇っている庭には愛の熱気が2人を包みっっあ

るように亭えたけれど，それ以上その愛は進展して行かない。その退嬰的な状況をこの色彩は象

徴している。

　　（11）　The1ady　turned　out　to　be　nice，and　the　chrysanthemums　were　enormous　and

　　　extraordinari1y　beautifu1．The1ady’s　gar中ns　were　fun　of　them，white　and　pink

　　　and　yenow，so　that　to　be　among　them　was　a　trip　back　int6the　heart　of　summer．

　　　（156）

　Whiteが潔白，純潔，歓喜，栄光を表し，pinkが健康と希望を表すとしても，yellowの色彩に

　　　　　　　　　別jよって「愛の薄らぎ」　が暗示されていると考えられる。

　Greenは生き生きとした活力や新鮮さを表し，J㎝quilの衣服にこの色彩は用いら．れている。ま

たgoldはJ㎝quilの美しさを高める機能を持ち，crownに似たリボンの色として用いられその効

果を発揮している。

（1萄　She（＝Jonquil）was　dressed　in　pa1e　green，and　a　go1d　ribbon　bound　back　her

　dark，straight　hair1ike　a　crown．The　famiIiar　ve1vet　eyes　caught　his　as　she　came

　through　the　door，and　a　spasm　of　fright　went　through　him　at　her　beauty’s　power

　of　inf1icting　pain．（155）

　B1ack2ミ〕は日焼けの色を表しているが，ここでは男性的なたくましさを示し，活動的なGeorge

の誇らしさが感じられる。

（1句　He1ooked　a毛himseIf　in　the　dressing－tab1e　mirror．He　was　a1most　black　with

　tan，but　it　was　a　roman七ic　b1ack，and　in　the！ast　week，since　he　had　had－time　to

　think　about　it，it　had　given　him　considerab1e　p1easure．（154）

この短編における色彩語の頻度は次のようになっている・

yellow　2／pink　2／black　2／gold　ユ／green　1／white　1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔4〕

‘The　Baby　Party’に登場する主人公John　Androsは38歳で妻Edjthと2歳半の娘Eaeといっ

しょに効外の住宅地に暮らしている。12月一のある日，午後4時半から近所のMarkey氏宅で催さ

れる子供パーティーに呼ばれたので，Johnも会社から帰ったら直接，Markey氏の家に行くこと

になっていた。Eaithが娘を連れて5時にそのパーティーに出かけると，すでにパーティーは真

っ最中で，着飾った13人の切ない子供たちが音楽に合わせて踊っているところであった。Eホth

はMa．key氏の妻に対して，口やかましく品もない女性だという感じがして，好感が持てなかっ

たけれど，夫同志が通勤仲間なので親しそうなふりをしていた。にぎやかな食事も終って，帰る

人もぼつぼつ出始めた時，EdeがMarkey氏の2歳の子供Bi11yが持っている熊の縫いぐるみを

欲しがって，Bi11yから力ずくでもぎ取り，彼を床に突き倒してしまった。Bi11yは自分の縫いぐる

みを取り戻そうとして，Edeに挑むが突き飛ばされ，むき出しの床に頭を打ち悲鳴をあげた。そ

ばで見ていたBi11yの母は怒りで真っ赤になり，Eホthと口げんかになった。丁度そこへJo㎞

がやって来て，彼もこの騒動に巻き込まれて，両家の夫婦が激しく口論を始めることになってし

まう。最後には夫同志が怒鳴り合い，ついに家の外に出て殴り合いの大げんかに発展していく。

オーバーと帽子を脱ぎ捨て，雪の積っている歩道脇で30分ばかり取っ組み合って疲労困懲になり，

ついに2人は握手してそれぞ・れの家に帰って行く。彼等は行き掛かり上とは言え，ささいな事で

大人が真剣に殴り合いをする様子をその後お互いに思い浮かべて，自分たちの親バカぶりを実感

したことであろう。しばらくしてMarkey夫妻がJohnとEホthの家にやって来たので，Johnに諭

されて，Eaithがしぷしぶ彼等を出迎えることになる。Johnは階下に降りて行く前に眠っている

Edeを抱き締めながら，娘への愛を確かめ，揺り椅子を動かし続ける。

　この短編ではpinkが主たる色彩語となり，2歳半の娘Edeの衣服や手，顔と結び付いて，かわ

いらしさ，健康を暗示するのに使用されている。

⑭　“…Ede’s　going　to　be　a11dressed　up　in　her　nθw　pink　dress一”（2ユO）

㈹　　They　（＝John＆nd　Edith）tiptoed　in　and　ben1二toge七her　over1；he　bed．Litt1e　Ede，，

　her　cheeks　f1ushed　with　hea1th，her　pink　hands　c1asped　tight　together，was　s1eeping

　sound1y　in　the　coo1，dark　room．（218）

Whiteは幼い子供たちの類とそれを拭くためのハンカチの色として用いられ，純真さ，無邪気

さを示しているようだ。また子供たちが食べる菓子の糖衣も“thewhitefrost1㎎”（212）とし

てこの色彩で修飾されている。

（1匂　The　word“overheated”began　to　be　used，and　smaI1white　brows　were　dried

　命ith　sma11white　handkerchiefs．（211）

ReaはBi11yの髪の色として用いられ，生気あふれる元気な子供をそれとなく示している。さ

らにMarkey夫人の怒った時の顔の色もredで描写されている。
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F．Scott　Fitzge・割1aの短編にみられる色彩表現について（㎜）

㈹　Bi11y　Markey，a　stout1aughヰng　baby　with　red　hair　and1egs　somewhat　bowed，

　bIew　out　the　cand1es，and．．．．（21正一212）

　BlueはEdeの目の色として使用され，彼女の幸福な様子や，希望に満たされた将来が感じら

れる。

（1萄　He（三John）1iked　to　take　her（＝Ede）on　his1ap　and　examine　mimte｝y　her

　fragrant，downy　sca1p　and　her　eyes　with　their　irises　of　morning　b1ue．（209）

この短編における色彩語の頻度は次のようになっている。

　　pink　7／white　2／red　2／blue　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔5〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26）　‘The　Rich　Boy’ではNew　Yorkの大金持の家に生まれた青年Ans㎝Hunterが主人公とし

て登場する。物語は主人公の友人である無名の語り手「わたし」が，東部社会に暮らす上流階級

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27〕の一青年であるAnsonの30歳ぐらいまでの生活を，客観的に述べていくという手法を採る。

　Ansonは子供の頃から，両親の金や地位を背景にして，いつもグループの中心になり，Yale大

学に入っても金銭からくる優越感はそのまま持続した。2宮〕1917年に大学を卒業した後で，第ユ

次世界大戦の影響もあって，海軍航空隊に入り，Florida州のPensacolaという町に’駐屯するこ

とになった。そこで彼とは全く性格の異なる保守的で控え目な金持の女の子Paula　Legendreと

親しくなり婚約手る。彼女の方は次第に積極的になり，すぐにでも結婚したいと思うようになっ

たが，Ansonがあるパーティーで意識がなくなるぼどに酩酊し，その様子を見て彼女は牟互いに

性格が合わないのではないかと思い始める。またPau1aは彼の性格には堅実さと放縦さが同居し，二重

人格だとさえ思うようになる。2目〕しかし彼の人を包み込むような活力と物分かりの良さに接する

と，他の男には興酋星めしてしまうのである。彼に引き付けられはするが，不安も感じるという不

安定な彼女の心理状態をよそに，Ans㎝の方は好き放題に酒を飲んで彼女との約束もすっぽかす

ことが多く，婚約もついに解消されてしまう。

　彼は戦後New　Yo・kのある証券会社に入り，彼の家柄と鋭い知性，さらにあふれるばかりの活

力によって，頭角を現し，同窓仲間での評判も高くなっていった。ある時，AnsonはLowe11

ThayerというBoston生れの富も地位もある男性がPaulaの恋人になったという噂を聞き，彼

女を失うのではないかと不安になって，Fl。舳a州にいる彼女に会いに出かける。彼女を胸に抱

きながら，今までと変らない彼女の心情を確かめた彼は，これから先どうなるかわからない結婚

に身を委ねる必要もないと思い，蜘〕彼女の結婚願望を無視してしまう。Ansonは3年間もどっち

つかずの不安定な緊張状態に置かれている彼女の気持を十分に汲み取ることができず，その夜彼

女の気持が彼から永久に離れてしまったことに気が付かないまま，New　Yorkに戻る。しかし2

ヵ月後，前触れもなく彼女からし。we11と婚約し，Bost㎝ですぐに式を挙げるという電報を受

けたAnsonはひどく落胆し，浴びるように酒を飲み，3日間というもの子供のように涙に暮れた。

　時が経過し，27歳になったAnsonは仕事も順調で，彼の父が亡くなった後，母を助けながら家

の切り盛りにも精を出した。彼はPau1aが結婚して1ヵ月ほどしてDollyKarge。という女性と知り合
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いになる。彼女は感情を支配する知性が欠けており，当時の多くの娘たちがそうであったように，

思慮も分別もなく，放らつな生活を好んでいた。彼女はAnsonの性格の中に放蕩と意志の強さを

見い出し彼に引き付けられる。Ansonの方はDo11yを愛していなかったし，彼女にも自分のその

意向を伝えていた。今ではDollyとの仲を清算するか，誘惑者としての責任を取らざるを得ない

か，どち・らかしかないことを彼も認識していた。やがてDonyが結婚したことを仕事先のLbnaon

で知ったAns㎝はPaulaの時とは違って，心から彼女の幸福を願い祝電も打つのである。

　New　Yorkへ帰って会社の共同経営者になったAnsonは，責任が重くなった分だけ多忙になっ

た。彼は無軌道な生活をしていたにもかかわらず，援助を求める人には手を差し仲べ，困ってい

る人には助言や世話をいとわなかった。しかし不道徳な恋愛に対してはかなり厳しい態度をAn－

s㎝は維持していた。もうすぐ40歳になるという叔母EホaがCary　Sloaneという青年と浮気を

しているという噂を聞いて，家名を重んじる彼はその2人と直接に会って，彼等の関係を解消す

るようにと説得するのである。その結果，一晩中酒を飲み続けたCaryは橋から身投げをして死

んでしまうことになる。

　その後，母が亡くなり家長となったAnsonはYaleクラブの仲間が次々と結婚して，各自の家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌1〕庭に引っ込み，自分から離れていく現実を体験し，まだ29歳にもかかわらず孤独感を味わう。

威厳のある立派な青年になっていたが，今では心を許す友人もなくなってお一り，PaulaもDo11yも

過去の人になってしまったという空虚さだけが心に残っている。そんな時偶然に，一目で妊娠

していると分かるPaulaに出会う。彼女は前の夫と離婚した後，同じBostonI ｶまれの男Peter

Hagertyと再婚してい牟。Ans㎝は是非とも自分の家に来てほしいと彼女に誘われ，夕食を共に

しながら思い出話に花を咲かせる。Pau1aには前の結婚で3人の子供がお・り，今4人目が生まれ

ることになっているが，とても幸せであることをAns㎝に率直に語る。いかにも幸福そうな夫婦

の会話や仕草を見せつけられて，Ans㎝もただ2入をじっとながめるだけで，Pau1aの質問にも

何度も機械的に“Yes．”と反応するのみであった。

　会社に戻ったAnsonは元気のなさを見抜かれ，上役から夏休みを取って外国旅行にでも行くよ

うに勧められて，気分転換のために出かけることにする。その船旅に出る丁度3日前に，出産が

原因でPau1aが死亡したことを彼は知らされ，憂うつな気分に取り何かれる。しかしたまたまいっ

しょに渡航することになった「わたし」と船のバーに入りマティーニを注文し，1杯飲むとAns㎝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32〕の態度はがらりと変り，数ヵ月振りの陽気さかまた戻ってくる。　赤いタモシャンターをかぶった・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪3〕娘に注意が向き，この船旅の間，Ans㎝は彼本来の姿を取り戻し，その娘と楽しく過すのである。

彼は誰かが自分を愛してくれ，“resp㎝ホng　to　him　like　filings　to　a　magnet，he1ping　him　to

explain　himself，promisi㎎him　somethi㎎”（207－208）の場合にのみ幸福になりうるのであった。

　この短編はFitzgeraldの短編の中では最も長いものであるけれど，色彩語の数はあまり多くは

ない。

　Redは親しく接する友人も身近にいなくなり，孤独なAns㎝がプラザホテルの地下室のバーか

ら外へ出た時に目にした太陽の色彩としてまず用いられている。

⑲He　went　out　and　walked　slow1y　toward　the　blood－red　sun　over　Co1umbus　Circ1e．

　Sudden1y　he　tumed　around　and，retracing　his　steps　to　the　Plaza，immured　hi㎜se1f

　i・・te1eph…一booth．（203）
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F．Scott　Fitzgera1dの短編にみられる色彩表現について（皿）

　友人を求めてさ迷っている彼に誰も答えてくれない状況で，彼の怒りと不安の交じり合った感

情34〕が，共感覚効果（synesthetic　effect）としてこの色彩に暗示されている。怒りを伴った不安

に駆りたてられて，むなしく電話を掛けまくる彼の姿がその後に続いている。．残りの3例は“the

red　tam” i207）の表現で，Ansonが気分車云換の船旅に出かけた時に，船上にいた娘がかぶって

いた帽子の目立っ色として現れ，気落ちしている彼の心を視覚的に引き付ける役目を果している。

　Grayは他の色彩を隠す働きし，Dollyが着けていたピンクがかったパウダーの色として使用

されている。当時はヴィクトリア朝風のぼの白い化粧がはやっていたので，彼女の艶やかな肌を

隠すためにこの色彩は利用されているのである。

⑳　She　was　dark－haired，with　carmine1ips　and　a　high，1ovely　co1or，which　she

concea王ed　under　pinkish－gray　powder　a11through　the　first　year　out，because　high

co1or　was　unfashionab1e－Victorian－pa1e　was　the　thing　to　bel（188－189）

　またg・ayは叔母Eホaの目の色としても使用され，浮気とはいえ，彼女が心底，本気になっ
　　　　　　　　　　　　　　　　ヨミ〕たCaryに対する愛の悲しい不毛性　が象徴されている。さらにこの色彩は陰気さ，絶望的な暗

さも表し，Ansonが自分の孤独をかみ締めている時にふと目にした，あるビルの窓ぎわにいる男

も“agraymanwithwate・y　eyes”（201）として描写されている。原因は不明だが，目に涙を

ためて窓の下を見ているその姿を目にすると，自分がその男に投影されAnson自身も憂うつな気

分になったのである。

　GreenはAnsonが所属していた海軍航空隊の制服の色として用いられ，生命の躍動や活気，若

さが感じとれる。Ans㎝が船旅に出かけた時の海の色としても現れ，赤いタモシャンターをかぶ

った娘の背景を形成しながら補色効果を生み出している。

　BlackはDollyのスーツの色であり，彼女の髪の色と相侯って，Ansonとの不幸な愛を暗示し

ている。同じく，この色彩は，叔母Eホaとの仲をAnsonによって引き裂かれ，黒々と流れる川

だと思って飛び込んだ場所が石畳であり，即死してしまったCa．yと結び付き死を象徴する。

鋤　C肌y　S1oane’s　body　was　found　ne耳t　morning　on　the1ower　she1f　of　a　pi11ar　of

　Queensboro　Bridgel　In　the　darkness　and　in　his　excitement　he　had　thought　that　it

was　the　water　f1owing　b1ack　beneath　him，but　in1ess　than　a　second　it　made　no

　possib1e　difference－　un1ess　he　had　p1anned　to　think　one　last　thought’of　Edna，

and　ca11out　her　name　as　he　struggled　feeb1y　in　the　water．（199）

　YenowはAns㎝の髪の色を示し，結婚に対して臆病であり，女性の愛をうまく受け入れられ

ない彼の性格と密接に関連している。

　B1ueはgreenと共にAns㎝が身に着けていた海軍航空隊の制服の色として使用され，若さの

特徴である率直さ，勇気，栄光を示唆する。醐

　Pinkは，AnsonがDollyと週末を過ごすために出かけていく大きなスペイン風の別荘の色を表し，

Do11yの浮き浮きした希望を明示している。

　GoldはAnsonがいろいろと面倒を見てあげた入からお礼にもらった“gold　pencils”（200）と

して，またsilve。は彼が友人の結婚の贈り物にした“silver　tea－ser㎡ce”（201）として使用され，豪
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華さ，はなやかさを示している。

　　この短編における色彩語の頻度は次のようになっている。作者の好むwhiteが’用いられていな

いことにも注意したい。

　　　　　rea　4／gray　3／green　2／black　2／ye11ow　1／blue　1／p三nk　1／gola　ユ／

　　　　　　si1ver1

〈Notes〉

1）　小林資忠「F．Soott　Fitzgeraldの短編にみられる色彩表現について（I）」（『英語英文学新潮』，NCI論叢

　　　1991－2，ニューカレントインターナショナル，ユ992，3月）を参照されたい。

2）　“Absolution”is　of　interest　not　on1y　b㏄ause　of　its　intrinsic　merit　as　a　short　story

　　　but　a1so　b㏄ause1t　was　f1rst　wr1tten　as　a　pro1ogue　to肋εGreα逆Gα士s6ツ　　James　E

　　　Miner，Jr，F．Sco材乃旋gεrα〃H三sルェαれd捌sτθc肋ねμθ（New　York：New　York
　　　University　Press，ユ967），p．ユ03．

3）．．．Fitzgera1d　fashioned　a　ta1e　of　a　boy　named　Rudo1ph　Miller　who　is　ashamed　of　his

　　　fami1y’s！ow　socia1status，and1ongs　to　be　a　perscn　of　qua1ity1、．．Moreover，he

　　　often　takes　refuge　in　prevarications　about　his　having　come　from　a　much　more　gentee1

　　backgromd　than　is　actua11y　the　case，and　it　is　these1ies　that　he　is1oath　to　admit　to　his

　　confessor　GeneDPh1111ps，Fエ。批。π，凡j肌，αηゴF8co批F〃昭εrα〃（Ch1cago　Loyo1a

　　Univers｛ty　Press，1986），pp，1C2－103．

4）　　、．．the　consciousness　of　its　hero　Rudo！ph　Mi11er，a　Catho1ic　ado互escent　boy，is

　　restricted　at　first　to　rather　mechanica1notions　of　purity　and　sin，but　he　gradua11y

　　1earns　to　take　a　more　extended　v1ew　of　the　poss1b111t1es　of11fe　　Br1an　Way，F　Sco材

　　F肋8εrα”απd士加λr士。ゾSoc土α互〃α土。η　（London：Edward　Amo1d　L主d．，1980），p．29．

5）　Rudo1ph’s　father，on　the　other　hand，is　a　ha｛sh，unbending　man，who1ives　so1e1y　by

　　　h1s　narrow1nterpretat1on　of　the1aw　of　s1n　and　retr1but1on　　　Rose　Adr1eme　Ga工1o，F

　　　8co批F加8erα〃（New　York：Frederick　Ungar　Pub1ishing　Co．，1978），p．94．

6）　Terrorized　at　the　thoughいhat　he　has　committed　a　sacri1ege　by　going　to　communion

　　　after　having1ied　in　the　confessiona1，Rudo1ph　distances　this　aot　by　creating　a　superior

　　　se1f，which　he　names　B1atchford　Sarnemington，whose“suave　nobi1ity”a11ows　him　to

　　　escape　prosa1c　rea11ty　and　enter　the　prlv11eged　wor1d　of　the1mag1nat1on　　　R1char〔1

　　　Lehan，“The　Romantic　Se1f　and　the　Uses　of　P1ace　in　the　Stories　of　F．Scott　Fitzgera1d”

　　　in　ク’んεSん。r士　Stor三θs　oナF．　Sco材　F批2g膚rαJd　’　jV召ω　■4ρρroαcんθ8　土π　Cr北え。王sηユ　edited　by

　　　Jackson　R．Bryer（Madison，Wisconsin：The　University　of　Wisconsin　Press，1982），p．ユ2．

7）　Through　B1atchford　Samemington，R皿dolph　indulges　his　romantic　fantasies，while　his

　　　everyday　seIf　strugg1es　wi士h　the　prob1ems　of　sexua1ity　and　morta1sin　and　sacri1egious

　　　commun1ons　　Rose　Adr1eme　Ga11o，oραエ，pp93－94

8）　The　supematura1wor1d，symbo1ized　in　the　ritua1of　the　Church，has　not　yet1ost　its

　　　terrors　for　him，and　he　is　convinced　that　God　wi1！strike　him　dead　aいhe．very　moment

　　　when　the　pr1est　pla㏄s　the　host1n　h1s　mouth　　Br1an　Way，oρ　αf，p81

9）　The　vio1ence　done　to　his　（＝the　priest’s）sensibi1ity　by　the　antithesis　of　his　nature　and

　　　the　asceticism　of　the1ife　he　has　chosen，the士errib1e　repression　he　has　experienced，are

　　　ev1dent1n　h1s　mad　confus1on　of　the　sacred　and　profane　　　Joan　M　A11en，σαn〃es

　　　απd　Cαrπルα王”8肋s　j　T加Cα紡。王三。　Seη8土6”妙。グF．Sco妨F加gεrα〃（New　York：New

　　　York　University　Press，1978），p．96．

10）　The　story　ends　with　a　ce王ebration　of　sensua1ity　and　fecundity，and　the　sexua1ity　o｛the

　　　Swede　gir王s　which　Father　Schwartz　had　screened　from　his　consciousness　is　now

　　　apparent　JoanMA11en，エろ〃，p10！
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F．Soott　Fitzgeraldの短編にみられる色彩表現について　（皿）

11）

12）

13）

14）

ユ5）

16）

17）

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

25）

26）

27）

In“Abso1ution，”the1ights　of　the　amusement　park　suggest　to　the　young　Rudo1曲a

fu11er　and　more　beautifu11ife　than　that　imposed　by　his　rigid1y　re1igious　father．

Christiane　Johnson，“Freedom，Contingency，and　Ethics　in‘The　Adjuster川in　Jackson

　R．Bryer（ed．），oρ．c売一，p．239．

　　このような人間の2面性はこの作品を通してもみられ，hvi㎎Malinは次のように述べている。

Throughout“Abso1ution，一”Fitzgera1d　has　been　offering“a1tematives’’　（1ight　and　dark，

youth　and　maもurity，earth　and　Heaven，1ie　and　truth），suggesting　thereby－ 狽?≠煤vdai1ブ1ife

－as　r㏄ounted　here－1s　a　do泌je一ε幽θd　source　of　uncerta1nty　　　Irvmg　Ma｝m，
“‘`bso1ution’：Abso1ving　Lies”in　Jackson　R．Bryer（ed．），oρll．c批．，p．2I6，

　　Like　Rudo1ph　and　Father　Schwartz，he（二Car1Mi11er）is“mad”；he　is　fu11of

“fear　and　tremb1ing”＿because　he　camot　a㏄ept　his　position　in　the　wor1d．He　is

“contima11y　dismayed．’’。。。Car1M三11er　is　over1y　a1ert．He　is　disturbed　by　the“shri11

b1rds，” @　He　is　so　uneasy　tha辻he　breathes　heav11y　　　Imng　Ma1m，伽d，p212
　　赤池鉄土r英語色彩の文化誌』　（東京1研究社，198ユ），p，82．

　　山下主一郎ほか共訳．『イメージ・シンボル事典』　／東京：大修館書店，1984），p－687、

　　赤池，前掲書，p．105．

　　赤池，前掲書，p．124．

　　In“The　Sensib旦e　Th｛ng，”a　story　which　Ma玉。o1m　Cow1ey　has　ca11ed“autobiographica1

王n　the　strict　sense；it　is　the　story　of　his　broken　and　re皿ewed　engagement　to　Ze1da　Sayre，”

Fitzgera1d　retum的to　this　theme　of　the　fading　of　youthfu1romantic　dreams　for　the

Northem　man　m1ove　w1th　a　Southem　g1r1　　C　Hugh　Ho1man，“F1吉zgera丑d’s　Changes

on　the　Southern　Be11e：The　Tar1eton　Tri1ogy”in　Jackson　R．Bryer（ed．）．oρ。c絶．，p．60．

　　Jonqui1Oary，in“The　Sensib1e　Thing，”fends　off　the　proposa1of　George　O’Ke11y　unti1

he　is“readゴfor　her．．．．Unti1he　did－so（＝established　himse1f　financiaユ1y），she　wou1d

rema｛n“nervous”about　the　prospect　of　marriage．The　ambitious　O’Kc11y　strikes　out

for　South　America，makes　his　pi1e，and　retums　to　c1aim　the　gir！、But　some　of　the

magic　has　gone：“as　he　k｛ssed　her　he　knew　that　tho皿gh　he　search　through　eternity　he

cou1d　never　recapture　those1ost　Apr三1hoursl．．．There　are　a11k三nds　of1ove　in沁e　world，

but　never　the　same1ove　tw1ce”　　　Scott　Dona1dson，“Money　and　Marr1age　m
Fitzgera1d’s　Stories”in　Jackson　R．Bryer（ed．），oρ．c沈，pp．84－85．

　　The　South1s　the　settmg｛or　most　of　the　act1on1n“The　Sens1b1e　Thmg”　　C　Hugh

Ho1man，oρ．c批、，p，54．

　　In“The　Sensib1e　Thing，”the　youthfu1hero，initia11y　rebuffed　by　his　sweetheart　on　the

gromd　of　poverty，unexpected1y　makes　a　fortme1n　Peru　　　Lawrence　Bue11，“The
Significance　of　Fantasy　in　Fitzgera1d’s　Sho｛t　Fiction”in　Jackson　R．Bryer（ed．）．oρ．c払，

P．28．

The　romantic　egoist　is　a｛ated　man－unhappy　as　he　desires，mhappier　as　he　possesses－
　　　　Ri6hard．Lehan，oρ．c北．，p．13．

　　The　prob1em　in“The　Sensib1e　Thing”is　not　that　Jonquil　Cary　has　for㏄d　a　change

in　George　O’Ke11y’s　view　of　her　but　that　they　must　inevitab1y　do“the　sensibie　thing”一

and－that　in　the　process　of　doing　it，somethinξof　youth　and　romance　and　beaiユ毛y　is1eft

beh1nd　　C　Hugh　Ho1man，oραf，p64
　　西川好夫『新・色彩の心理』　（東京：法政大学出版局，1972），p．152．

　　赤池，前掲書，p．210．

　　Thg　atavistic　associations　ca11ed　up　by　his1ast　name　hearken　to　primitive　cu1tures　in

a　mamer　bef1辻tmg　h1s　pers1stence1n　dredgmg　up　the　past　　Peter　Wo1fe，“Faces　m　a

Dream：工nno㏄nce　Perpetuated三n‘The　Rich　Boy’”in　Jackson　R，Bryer（ed．），oρ．c批．，

P．244．

　　これについてGalloは次のような意見を述べてお’り，妥当であると考えられる。
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小林資忠

　　　　　The　on1y　f1aw　in“The　Rich　Boy”is　Fitzgera1d’s　rather　inept　hand1ing　of　the　observer－

　　　narrator．．．．Sin㏄the　narrator，as　a　character，is　not　essentia1to　the　deve1oづment　of　the

　　　p1ot，the　events　of“The　Rich　Boy”cou1d　have　been　to1d　just　asθff㏄tive1y　from　the

　　　po1nt　of　an　un1nvo1ved，omn1sc1ent，th1rd－person　narrator　　　Rose　Adr1eme　Ga11o，
　　　oP．c北．，P．97．

28）　丁阜is　inbred　sense　of　superiority　does　not　make　Anson　in　any　simp1e　sense　arro紬nt

　　　or　snobb1sh　1t1s，rather，the　bas1s　of　h1s　cyn1c1sm　and　h1s1nd1fferen㏄　　　Br1an　Way，

　　　oρ．c批．，P．86．

29）　No　wonder　Pau1a　Legendre，the　on1y　woman　Hunter　ever1oved，thinks　of　him　as　a

　　　dua1persona1ity．Wearing　the　stripes　of　the　disso！ute　and　the　conservative，he　alterna毛es

　　reckIessness　and　oontrol　　Peter　Wo1fe，oρα士，p241

30）　Se1f－distrust　runs　high　with　him，as　befits　a　hunter　whose　arrgws　usua11y　miss辻heir

　　　　mark．Both　his1ove　for　Pau！a　Legendre　and　his！a｛er　e！evation　of　herto　near－1egendary

　　　grandeur　take　root1n　se1f－d1stmst，perhaps　even　self－d1sI1ke　　Peter　Wo！fe，枷d，p245

31）　It　is　a－por士ent　of　the　future，an　image　of　the　iso1ation　and　neg1ect　which　await　a　man

　　　whose　habits　of　thought　and　feeIing　no1onger　have　any．relation　to　the　society　he　Hves

　　　1n　　Br1an　Way，oρα士，p87
32）　The　name1ess　narrator　has　known　Hunter　for　about　eight　years，i．e．，during　the　time

　　　of　the　recorded　action．That　he　is　a1so　with　him　at　the　end　indicates　that　the　men　are

　　　wen　enough　acquainted　to　sail　together　on　an　o㏄an　cruise．．．．Hisユack　of　a　name

　　　ref1㏄ts　his　wi11ingness　to1et　life　happ㎝to　him　instead　of　imposing．himse1f一＿＿Peter

　　　Wo1fe，oρ．c批．，p．247．

33）　　he　begins　a　f1irtation　with　the　most　attractive　gir1on　th6ship，and　it　becomes　c1ear

　　　that　the　admi｝ation　of　women　is　his　one　remaining　resource；on1y　by　making　them

　　　respond　to　him　and1ove　him　can　he　s刊stain　a　litt1e　of　his　a㏄ustomed　sense　of　himse1f．

　　　　　　Brian　Way，oρ．誠．，p．87．

34）　他の例は，押谷善一郎『ステイーヴン・クレインの印象主義的技法』（大阪：大阪教育図書，1987，p．ユ25）

　　　　を参照されたい。

35）　赤池，前掲書，p1184．

36）　山下，前掲書，pp．70＿71．
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